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 微量元素の中でFeは表流水、積雪ともに最高で、次にSr，Ti が10 から40ppb で続き、Mn，Zn，Ba，Cuは1 から10ppb
で続いている。As，Cr，Pb の環境汚染元素はいずれも環境基準値の1/10 の以下である。 
 As，Li，Mn，Sr，Cu は流下と共に増加し、とくにAs，Li は温泉街からの影響が示唆される。12 月と１月間には元素濃度
の変動があり、水温やpH との関連性が考えられる。 

































































  標 高 距離 
No 採水地点 (m) (km) 
1 桂沢橋 400 0.0 
2 相生橋 280 7.0 
3 川  崎 220 11.0 















却後に硝酸 200ul を添加・溶解後精製水を用いて 10ml
の定容にし、測定検体とした。なお、Si 測定は採水を直
接用いた。 





部標準物質としては Pb には Bi(Single ―element 
Internal Standard,SPEX Chemical,USA）を、他の元素に
は Y(Single ― element Internal Standard, SPEX 
Chemical,USA)を用いた。標準溶液はイオンプラズマ質
量分析用標準溶液（Muluti―element  Solution 2A, 
SPEX Chemical,USA） を用いた。 
 mg/L(ppm)レベルの Ca,Mg,Si はアルゴンプラズマ発光
分光分析装置(セイコ-電子 ICP,モデル SPS-1100)およ










 採取       表流 水中元素濃度 (ug/ｌ)       
時期 地点 As Ba Be Co Cr Cs Cu Fe Ga Li Mn Mo Pb Rb Se Sr Ti V Zn 
12月 桂沢橋 0.13 1.61 0.01 0.03 0.08 0.03 0.38 31.1 0.02 0.22 3.09 0.25 0.40 0.35 0.00 5.75 6.83 0.09 3.91 
 相生橋 1.46 1.82 0.01 0.04 0.07 0.07 0.45 105.9 0.04 1.94 7.61 0.35 0.35 0.51 0.01 12.71 11.78 0.15 2.46 
 川崎 0.78 4.89 0.01 0.06 0.16 0.05 1.54 208.0 0.09 1.01 9.97 0.32 0.39 0.50 0.00 14.79 13.11 0.31 5.03 
 野川橋 1.10 6.16 0.02 0.10 0.17 0.06 1.93 403.0 0.15 1.05 14.57 0.32 0.56 0.64 0.00 15.82 16.19 0.57 6.47 
                   
1月 桂沢橋 0.23 7.32 0.05 0.08 0.28 0.07 0.79 56.2 0.08 0.40 2.36 0.59 0.79 0.79 0.12 20.43 23.35 0.17 11.08 
 相生橋 6.22 4.70 0.07 0.05 0.25 0.26 1.74 94.7 0.08 7.56 10.28 0.77 0.35 1.31 0.10 41.19 28.34 0.16 5.77 
 川崎 1.98 7.32 0.05 0.04 0.37 0.08 1.60 75.7 0.07 2.56 4.17 0.61 0.34 0.74 0.08 32.74 24.27 0.17 7.77 
 野川橋 1.88 7.38 0.05 0.03 0.09 0.05 1.25 63.1 0.07 2.42 4.83 0.61 0.21 0.62 0.07 32.87 24.55 0.17 6.10 
 
表２－２ 広瀬川上流域地点別の表流水中元素濃度 
 採取 表 流 水 中 元 素 濃
度(mg/L) 
   
時期 地点 Ca K Mg Na Si 
12月 桂沢橋 3.03 0.23 0.85 4.39 4.88 
 相生橋 4.09 0.31 0.98 6.04 4.08 
 川崎 4.09 0.31 1.07 4.45 3.78 
 野川橋 4.04 0.37 1.09 4.53 4.25 
 27 
 これらの微量元素中では Fe が最も高い値を示し、他
の元素の 10 から 30 倍値となっている。次に高いのが
Sr とTi でほぼ同レベルである。１桁台の濃度の元素は
高い順に Zn，Mn，Ba，Cu，Li，As となっており、他は ppt レ
ベルである。測定装置の検出感度の限界(DL)の関係も
あるが Se は定量下限以下である。 
 表２－２に ppm レベルに含まれるCa，Mg，Si，K，Naの濃度
を示した。Na，Si，Caはほぼ数 ppm 濃度の同レベルであり、

































表３-１ 広瀬川上流域の雪中元素濃 度の 地点 間比 較         
                
       最上流地点濃度に対 する 比    
 Mn V Cs Li Co Cr Cu Rb Ga Mo Pb Be As Ba Sr Zn 
桂沢橋 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 
相生橋 1.48 1.65 1.96 1.78 1.64 2.12 1.07 1.20 1.32 1.12 1.10 1.00 0.94 0.75 0.73 0.75 
川崎 1.51 1.55 1.88 1.73 1.68 1.62 1.68 1.15 1.10 0.88 1.02 0.77 0.97 0.64 0.66 0.80 
野川橋 11.26 2.50 2.79 2.57 3.66 2.01 2.10 1.93 1.66 1.25 0.97 1.00 0.89 1.32 2.17 2.29 
                
表３－２ 広瀬川上流域の水中元素濃度の地点間 比較          
                
  最上流地点濃度に対する 比           
  K Ca Mg Na Si           
12月 桂沢橋 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00           
 相生橋 1.32 1.35 1.16 1.38 0.83           
 川崎 1.35 1.35 1.26 1.01 0.77           
 野川橋 1.58 1.33 1.28 1.03 0.87           
                
1月 桂沢橋 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00           
 相生橋 1.30 1.21 0.81 0.61 1.01           
 川崎 0.93 1.00 0.83 0.32 0.89           











































和 62 年度の仙台市のBOD 調査時の流量は本調査の第
１地点と第２地点の途中のひろせ橋では 68,976m3/日
であり、第２地点の相生橋では 99,081m3/日_28 と_30
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